
　少子高齢化や人口減少などを背景に、地域課題は多
様化・複雑化しています。その中で、市民自らが課題
解決に向けて取り組み、解決する地域自治の実現と
「市民と行政との協働によるまちづくり」を目指し、
大町・橘校区をモ
デル地区として地
域自治組織の設立
に向けた動きを進
めています。

大町・橘校区をモデル地区として
地域自治組織設立に向けた動きを推進！

　将来世代に安心して「住み
よいまち西条」を受け継いで
いくため、事務事業の見直し
や各種使用料の見直し、公共
インフラのあり方検討など、
将来を見据えた行財政改革を
推進しています。 下水道使用料改定の答申

積極的な行財政改革を推進！

　市民の皆さんから意見を伺
う機会として、市内団体を対
象に「市長と井戸端会議」を
開催。住民と行政が課題意識
を共有し、協働して取り組む
きっかけ作りの場「タウンミ
ーティング」も試行的に開催。市長と井戸端会議

市民の声を伺う機会の多様化を推進！

ワクワク度日本一を
実現するための五つの基本政策

市では、ワクワク度日本一のまちづくりの実現に向けて、
平成30年もさまざまな取り組みを推進してきました。

特に今年も力を入れていく事業について、担当職員と一緒にご紹介します。

一年の振り返りとこれから特集

さらなる飛躍に挑む！

大町校区での活動

私たちが皆さんの活動を
サポートします！

市民協働推進課・高齢介護課
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４月に開設予定！
新たな子育て支援施設の整備を開始！

独自の移住・定住策を推進！

　CLT（直行集成板）を使用
した、子育て支援の複合施設
を小松地区に整備しています。
子どもの健やかな育ちを支援
する子育て支援センター、家
庭での保育が一時的に困難に
なった乳幼児を預かる一時保
育、子どもや子育て中の家族
が遊び、交流できるスペース
があります。

　首都圏などからの新たな人の流れを創出するため、
移住フェア・セミナーの開催や、首都圏のテレビ局と
制作した番組の放送、移住促進ウェブサイト「LIVE 
IN 西条」の立ち上げ、市内無料アテンドサービスの
開始、ＰＲ動画の制作など、さまざまな取り組みを進
め、実際に多くの方に移住していただいています。 イベントや情報発信を積極

的に行い、さらなる移住定
住の促進を目指します。

2018日本ＩＣＴ教育アワード受賞！

　学校教育分野での情報通信
技術（ICT）を用いた取り組
みが評価され、昨年１月、全
国ICT教育首長協議会加盟自
治体の中から最も優れた取り
組みとして、2018日本ICT教
育アワードを受賞しました。 田野小学校での授業

平成31年度末までに設置完了予定！
小・中学校と公立幼稚園にエアコン整備を開始！

　当市では平成29年度からエ
アコン設置事業に着手してお
り、平成31年度末までに市内
全ての小・中学校と公立幼稚
園へのエアコン設置を完了す
る予定です。

子育て支援課
林理紗子　

地域振興課
柏木潤弥　

健康都市を目指す第一歩
「わくわく健康ポイント」を開始！

木のぬくもりを感
じながら、子育て
や交流の場として
ご利用ください。

運動を始めるきっか
けとして、たくさん
の方に好評いただい
ています！

左／東京で単独開催した移住セミナー。中／新たに立ち上げた移住
促進ウェブサイト。右／西条市・新居浜市・四国中央市で、それぞ
れ移住をテーマに制作した若者向けＰＲ動画。

快適な学習環境を提供

　健康都市を目指す取り組み
の第一歩として、市民の皆さ
んの「健康寿命」を延伸する
ことを目的に「わくわく健康
ポイント」を開始。ウオーキ
ングや健康診断でポイントが
たまり、たまったポイントは
商品券などに交換することが
できます。

楽しく運動を始めよう

健康医療推進課
田中さやか　

子育て支援課
田坂英理子

移住定住促進を
目的とした結婚支
援事業も実施中！
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見守りロボットPaPeRoi
高齢介護課
寺田華織

東予港

伊予西条駅

休暇村瀬戸内
東予エリア
カヤック、キャンプ

水の都体験エリア（禎瑞地域）
カヤック、サイクリング

市街地観光エリア
　サイクリング

石鎚自然体験エリア
　 登山、キャンプ、
　 クライミング、
　 自然体験・観察

グリーン
ツーリズムエリア
果物狩り、
農業体験

休暇村瀬戸内東予

丹原もぎたて倶楽部

石鎚ふれあいの里

　ICTを活用して地域課題の解決を図る「スマートシ
ティ」構築の取り組みを進めています。昨年は健康ポ
イント制度のほか、スマートフォン・小型タグやロボ
ットを活用した高齢者見
守り、健診ウェブ予約シ
ステムや子育てモバイル
サービスの導入、排水機
場水位の遠隔監視実証実
験などを実施しました。

新しい高齢者の見
守り。かわいいロ
ボットがお手伝い
します。

７月に開館予定！
「アウトドアオアシス石鎚」整備を開始！

　石鎚山ハイウェイオアシス館をリニューアルし、市
民の皆さんや観光客に対して、アウトドア・アクティ
ビティに関する情報やサービス、地場産品などの購買
の場を提供する予定です。

スマートシティの取り組みを推進！

　「石鎚クライミングパーク
SAIJO」に国内でも数少な
いスピード競技場を整備し、
JOC（公益財団法人日本オ
リンピック委員会）からスポ
ーツクライミングの競技別強
化センターの認定を受けまし
た。昨年10月には、オースト
リア共和国代表チームと日本
代表チームの合同合宿が行わ
れました。

上／完成した３競技場。
下／来西したオースト
リア・日本の代表選手
たち。

石鎚クライミングパークSAIJOが
JOC強化センターに認定！

２月１日㈮、観光交流センターで開所式を開催！
「株式会社ソラヤマいしづち」を設立！

　魅力的な観光地域の形成を進める法人（ＤＭＣ）と
して、第３セクター「㈱ソラヤマいしづち」を設立し
ました。地域資源を活用した新たな事業開発や編集・
発信能力などを有する地元企業・人材を育成していく
ことで、地域の観光サービス産業の拡大と新たな雇用
の創出、移住・定住人口の増加につなげていきます。

スポーツ健康課
松本雄太郎　

観光産業創造室
妻鳥薫

初心者から世界トップ
選手まで利用できるク
ライミングの聖地に！

ロボットで家族と交流
高齢介護課
寺田華織

会社が行う主な事業
旅行業
　〇旅行ツアー商品を造成・販売
　〇海外現地の旅行会社などと連携した販路開拓
　〇ターゲット国からダイレクトに誘客する営業活動
先進的観光サービス育成事業
　〇観光サービスを担う人材の確保・育成
　〇付加価値の高い観光コンテンツの企画支援
　〇助成金、ファンド融資などによる資金的支援

市内各エリアでさまざ
まなアクティビティが
楽しめるよう、施設と
環境の整備を進めます。

完成イメージ図

西条市で楽しめるアウトドア活動
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上／アメリカ・ジョー
ジワシントン高校の学
生たち。下／応援大使
には眞鍋かをりさんが
就任。

上／来西したセ―ボーデン市の皆さん。左下／交流のきっ
かけとなったセ―ボーデン市の日本庭園。右下／当市高校
生と交流するクリナー市長。

フエ市との締結式

地域振興課（国際交流員）
グエン・ブイ・アン・ティー

シティプロモーション
推進課　川口佐智

地域振興課
寺岡祐基

ベトナム社会主義共和国フエ市と
友好都市提携を締結！

オーストリア共和国のホストタウンに登録！

LOVE SAIJOファンクラブを設立！

　昨年７月の西日本豪雨では
対口支援先となった西予市な
どの被災地に備蓄食料などの
支援物資を送り届けたほか、
消防大型水槽車などを活用し
最もニーズの高かった水の継
続的な支援を行いました。

ほかの自治体に先駆けて被災地支援を実施！

　東京オリンピックへのオーストリア共和国スポーツ
クライミングチームの事前合宿誘致に向けた活動や、
交流の取り組みが評価され、昨年４月に内閣府からホ
ストタウンの認定を受けました。
　同国ケルンテン州セーボーデン市との都市間交流も
進んでおり、昨年10月にはセーボーデン市のクリナー
市長が当市を訪れました。

今年は日本オーストリ
ア友好150周年です！
セーボーデン市との友
好都市提携締結を目指
します。

　防災の分野をきっかけに、
平成17年から交流を深めてき
たベトナム・フエ市と、昨年
４月に友好都市提携を締結し
ました。調印式の際には、フ
エ市人民委員会のタイン委員
長が当市を訪れました。

会員にはメルマガで、
イベントや西条に関連
する最新の情報やお得
な情報をお知らせ！

この締結を契機
に、経済・文化
などさまざまな
分野で交流を深
めていきます。

　市内・市外を問わず、西条
を好きな人が集まり、みんな
で西条を応援する新たなコミ
ュニティとして、昨年４月に
LOVE SAIJOファンクラブ
を設立しました。昨年11月30
日時点で1,799人（市内684人、
市外1,115人）の方に加入い
ただいてます。

上／ LOVE SAIJOの
キャッチフレーズで、
つながりが広がってい
ます。下／応援大使に
は眞鍋かをりさんが就
任。

上／来西したセ―ボーデン市の皆さん。左下／交流のきっ
かけとなったセ―ボーデン市盆栽ミュージアムにある西条
の青石。右下／市内の子どもたちと交流するクリナー市長。

フエ市との調印式

地域振興課（国際交流員）
グエン・ブイ・アン・ティー

シティプロモーション
推進課　川口佐智

地域振興課
寺岡祐基

７月９日に第１陣が出発
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